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サツマイモの植え付け時期は，ノアサガオ上で越
冬した本種が活動を始める時期であり，越冬直後
の個体が大量に畑に侵入し大量発生する可能性は
低いと考える．しかし，サツマイモ畑の近傍にノ
アサガオ群落が存在する場合は注意が必要である．
また，本種には登録農薬があり，殺虫剤散布が有
効であるため（愛媛県，2015），重篤な害虫になる
可能性は低いと考えられる．

また，栽培品種であるアサガオについては嗜好
性が低いと考えられ，被害も少ないと考えられる．
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【短報】タケトゲハムシの愛媛県における記録
タケトゲハムシ Dactylispa issikii Chûjô は，従来

は九州に分布するとされていたが，近年では中国
地方や近畿地方，四国でも採集されており，イン
ターネット上でもそれらの地域からの情報が散見
される．新開（2016: 50–51）にも「近年，近畿や
四国にも分布を広げている」とある．

本種の四国（含・愛媛県）における正式な記録は，

おそらく岡野（2015）だと思われるが，それ以外
にも愛媛県内で採集された標本が愛媛大学ミュー
ジアムに所蔵されているので記録しておく．本種
の四国における分布が九州からの侵入だとすると，
2005 年には既に侵入していたことが判る．

2 頭，松山市樽味石手川，30. VI. 2015，奥・三好
採集；1 頭，西予市宇和町四反田池，16. IX. 2005，
栗原隆採集；1 頭（図 1），宇和島市三間町大内，9. 
X. 2015，吉富博之採集．
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図1．愛媛県産タケトゲハムシ．
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【短報】東京都からのナラツブエンマムシの採集記録
ナラツブエンマムシ Anapleus nakanei Ôhara, 1994

は，奈良県吉野山をタイプ産地とする，エンマム
シ科の微小甲虫である．日本特産種で，本州（福
島県以西），四国，九州から生息情報がある（Ôhara, 
1994; 大原・山本 , 2000）．

本種を含むツブエンマムシ属は，土壌中や倒木上
で得られるほか，ピットフォール・トラップ，フラ
イトインターセプション・トラップ，トラック・ト
ラップなどでも採集されているが（大原 , 1997; 今
坂 , 2012; 矢野・久松 , 2008），概して確認例は少なく，
これまで珍しいエンマムシと考えられてきた．

しかし，本種ナラツブエンマムシは，吉田正隆
氏が考案した地中トラップ（以下，吉田式地中ト
ラップ）で捕獲される甲虫としては代表的な種の
ようである（吉田 , 2012）．徳島県各地での記録（吉
田ら , 2009, 2010, 2012, 2013, 2015）は，このトラッ
プで得られたものであり，時には多数が採集され
るという（吉田氏 , 私信）． 

筆者は，この地中トラップ一式を吉田氏から譲
り受け，奥多摩町で設置・回収を行った結果，本
種が複数得られたので報告する．

6♂♂3♀♀, 東京都西多摩郡奥多摩町倉沢（標高
700 m），27. V（設置）～ 5. VIII（回収）. 2015, 筆
者採集，保管．

東京都初記録．すべて沢付近のガレ場に仕掛け
た吉田式地中トラップによって採集された．半径
15m ほどの範囲内に 5 個のトラップを埋設し，本
種はこのうち 2 個のトラップで捕獲された．トラッ
プを埋設した深さは地中 30 ～ 50 cm ほどで，表層
の落葉落枝層より下層の，地下浅層の直上部かそ
れよりやや高い位置であった．トラップのまわり
は大小の石をまじえた粘土質の土壌だった．誘引
餌として市販のさなぎ粉を，保存液としてプロピ
レングリコールを使用した．なお，トラップは 8
月 5 日以降もかけ続けて 12 月 2 日にも回収を行っ
たが，この間に本種は捕獲されなかった．

末筆ながら，調査に協力いただき，種々ご教示
をくださった徳島昆虫研究会の吉田正隆氏，走査
型電子顕微鏡による観察に協力いただいた国立科

学博物館動物研究部の野村周平博士に心よりお礼
を申し上げる．
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図1．吉田式地中トラップの設置状況. A, 周辺環境（ガレ場
の法面を下から見上げる）; B, トラップの埋設.

図2．奥多摩町産ナラツブエンマムシ♂. A, 背面; B, 腹面（A, 
Bのスケールは0.5 mm）; C, 後胸腹板側部の点刻; D, 上
翅会合部，小楯板付近の点刻; E, 陰茎背面（C, D, Eのス
ケールは0.2 mm）, B, C, Dは走査型電子顕微鏡写真．


